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【科目】環境工学実験
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・1 年次
【担当教員】

脇田 英治
山本 好克
阿部 博
古川 茂
野村 和広
青井 透
戸井 啓夫
赤羽 良一
中島 敏
林 倶子
真壁 恭子

【授業目標・教育方針】
　環境工学に係わる実験を行うことで、工学の各種実験手法を身に付け、データの解析、検討、考察により、レポー
ト作成の能力を強化する。

【授業概要】
　各担当教員の指導のもとで、実験、データのまとめをおこなう。環境工学専攻のうち、物質工学系を選択する学生
については当初よりコース分けし、３－５名を単位とした班編成で実験を行う。実験の班分け、日程等は担当教員の
指示による。環境工学専攻のうち、環境都市工学系を選択する学生については全員を１クラスとして実験をおこなう。
　実験終了後、レポートを担当教員に提出する。提出期限は厳守すること。レポート作成に当たっては必要に応じて、
担当教官よりレポート作成法、文書表現などの指導が行われる。
　物質工学系では物理化学、有機化学、無機化学、生化学、固体物性化学などを背景とした基礎工学実験を行う。
　環境都市工学系では、衛生工学、水理水門学、交通工学、建設材料工学、土質工学、耐震工学、構造工学等を背景
とした基礎工学実験を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
各担当教官による実験指導書

【成績評価方法】
［後期］レポート：100%

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力

【授業計画】（授業名：環境工学実験）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

環境都市工学系 環境都市工学系実験主題 ・繊維補強コンクリートの性状実験（古川）
・土の締固め試験（阿部）
・加圧浮上分離実験（青井）
・不等流の形成に関する実験（山本）
・ネットワーク手法（野村）
・鉄筋コンクリートのレーダー探査（脇田）

各担当教員の課すレ
ポート

物質工学系 物質工学系実験主題 ・イオン選択性電極と分子認識（戸井）
・コンピュータによる有機化学反応のモデリング実験
（赤羽）
・カラムクロマトグラフィーによるタンパク質の分離
（林）
・分配係数を用いた安息香酸の会合平衡定数の決定
（中島）
・ＮＭＲスペクトルの測定と解析（中島）
・プラスミド DNA の制限酵素地図作成（真壁）

各担当教員の課すレ
ポート
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